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レジェンドの仕事術 
～ 脱炭素時代のマンション再生と現在のNEXT21～ 

	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

講  師：近角真一 集工舎建築都市デザイン研究所代表、前日本建築士会連合会会長 

会  場：ＪＩＡ舘１階建築家クラブ 東京都渋谷区神宮前２－３－１８ 

オンライン：Web 会議ツール Zoom 使用（自宅・勤務先などから気軽に参加できます。） 

受 講 料：1,000 円 

主   催：（公社）日本建築家協会  関東甲信越支部  メンテナンス部会 

申 込 み：セミナー開催当日の 16:00 までに、下記よりチケットを購入ください 

https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02455mne26d41.html	

※チケット購入には、Yahoo IDの登録及びログインが必要になります。 

※会場で受講の方は印刷したチケット又はスマホ等のチケット画面を受付でご提示ください。 

※開始時刻の30分前までに、チケット購入時に登録したメールアドレス宛にZoomセミナー 

の案内を送信します。 

お申込みをされて、参加方法が届かない場合は、メールか携帯宛にてご連絡下さい。 

 Mail： kissh@camel.plala.or.jp 携帯：090-8742-2824（日欧設計 岸崎宛） 

対面＋オンライン 

セミナー 

2025 年 11 月 12 日（水）18:00〜20:00 

講師：近角真一（集工舎建築都市デザイン研究所） 

 
近年加速化する地球温暖化に伴う気候変動や災害は 
深刻な問題となっています。 
2020 年に政府は 2050 年までに温室効果ガスの 
「排出を全体としてゼロ」にする、カーボンニュー 
トラルを目指すことを宣言しており、私たちの関わ 
る建築分野においても温室効果ガス排出への影響は 
大きく脱炭素対応は急務です。 
近角真一氏は日本建築士会連合会会長を務められる 
中でこの脱炭素への目標をどのように建築士が具体的に成果を出して貢献していけるかについて
真摯に向き合い取り組まれ、現在もその活動を継続されています。 
2025 年 4月より新築住宅や非住宅建築物にエネルギー消費量を評価するための消エネ基準への
適合が義務化されました。この基準は一次エネルギー消費量を抑えた二酸化炭素排出量削減から
脱炭素化に貢献するものです。 
また、環境・省エネに対する先駆的な実験住宅である大阪ガスによるNEXT21（1993年築）
の現在の姿もお話いただく予定です。 
近角真一氏の考える脱炭素化では、建築物が新築されるときからの時間軸でとらえられており
2050年までに目指すカーボンニュートラルの達成が具体的に見えてきます。このセミナーか
ら、私たちの脱炭素化への更なる取り組みに繋ることを期待します 


